
 
令和７年度　１学期　生徒授業評価アンケート

分析

「教材や指導方法の工夫」は、まだまだ改善すべき点と言える。２学期以降では新たな分野に入る
ため、ICT機器も活用しながら、「わかりやすく、楽しい授業」を目指す。週に１回の授業ではある
が、生徒の質問に答える時間をとることも意識する。グループで話し合う時間が十分にとれていな
かったため、今後はグループでの話し合い活動を意識的に取り入れていく。

分析

１，２年生に比べ、活動が少なく、一方的に教える授業が多くなってしまった点が反省点である。
少ない授業回数でも、グループで話し合う時間や、個人で思考を深める時間をもう少しとれるよ
う、工夫する。２学期は製作活動も多くなるため、全員が理解し、自ら意欲的に作業に取り組める
授業になるよう、指導方法を改善していく。

全生徒にとって「わかる授業」になるよう、今後もICT機器等を活用しながら見やすい板書を心がけ
る。また、指導方法をさらに工夫し、わかる・楽しい授業の向上を目指す。2学期以降は、グループ
で話合う時間をもう少しとることを意識し、生徒自身が思考を深められるよう心がけていく。

　学習指導に関する現状と課題（１学期・生徒による授業評価アンケートより）

分析

重点目標教科名 家庭
生活の自立に必要な基礎的な知識と技能を身に付けさせ、よりよい生活のあ
り方を求める価値観を磨く。「わかる授業」「楽しく深く考える授業」を目
指す。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

教科の内容をわかりやすく教えている

板書の見やすさ，声の大きさは適切である

生徒からの質問にていねいに答えている

教材や指導方法が工夫されている

個人で考える時間，グループで話し合う時間を十分にとっている

１年 家庭

あてはまる ほぼあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない
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教科の内容をわかりやすく教えている

板書の見やすさ，声の大きさは適切である

生徒からの質問にていねいに答えている

教材や指導方法が工夫されている

個人で考える時間，グループで話し合う時間を十分にとっている

２年 家庭

あてはまる ほぼあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない
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教科の内容をわかりやすく教えている

板書の見やすさ，声の大きさは適切である

生徒からの質問にていねいに答えている

教材や指導方法が工夫されている

個人で考える時間，グループで話し合う時間を十分にとっている

３年 家庭

あてはまる ほぼあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない


